
 

 

主催 人間発達研究所           
  後援依頼中           

 

 

テ ー マ  
対  象  
日  程  
開催形態 
 
参 加 費  

 

 

定  員  
申 込 み  
締 切 り  

 ４歳頃（二次元形可逆操作期）の発達と障害 
 発達診断・発達相談に携わる方・携わろうとされている方 
 2024年11月2日（土）・3日（日） 
会場 と オンライン（zoomライブ中継）・後日の録画視聴 
会場：コラボしが21（滋賀県大津市打出浜2-1） 

  一般 
人間発達研究所会員 

 人間発達研究所会員25歳以下 

13,200円 
11,000円 

  5,500円 

 
 
※1998年４月２日以降生まれの会員 

110名  
申し込みサイトから、もしくは払込取扱票（ゆうちょ銀行）にて 
10月18日（金） 

 
                                             
問い合わせ  人間発達研究所  
        〒520-0052 滋賀県大津市朝日が丘 1-4-39 梅田ビル 3階 
        TEL/FAX  077-524-9387  E-mail j-ih63su@j-ihd.com 
          
 
                                                                     

発達診断セミナーは、心理専門職が発達診断・発達相談や関連する諸科学について系統的に学
ぶセミナーです。今回のセミナーでは、４歳頃の発達の特徴を押さえつつ、この時期に大切にし
たいことを事例や研究の視点を通して考えていきたいと思います。 
４歳頃の子どもたちは、「～しながら…する」と自分の意図する１つの事柄に向かって、２つ

の動作や思考を組み合わせたり、調整したりしながら、力を発揮していくことができるようにな
っていきます。このことが複雑な身体活動を可能にするとともに、豊かに広がるイメージ世界を
支えていきます。また、他者との関係の中での自分の存在を感じられるようになることで、「～
だけれども…」と揺れる気持ちをもつ時期でもあり、前向きに粘り強くふんばる原動力となるこ
ともあれば、不安定で消極的な様相として現れることもあります。 
今回のセミナーでは、この時期の発達に焦点をあて、仲間たちとの生活の中で揺れる自分を感

じながらも、どのようにその矛盾や葛藤を乗り越えて解決する糸口を見つけていくことができる
ようになっていくのかについて学びます。また、発達の障害はどのように現れ、捉えられるかに
ついて研究や事例をもとに学ぶとともに、福祉制度からの視点も交え、豊かな生活や発達を保障
することについて考えていきます。 

第 37回発達診断セミナー 

＜心理専門職コース＞ 

 

人間発達研究所 



日程  
11月2日（土） 
9:30 開場・ZOOMウェビナー入室開始 

09:55 開会あいさつ 
10:00   

 
 

 ゼミⅠ 「4歳頃の発達的特徴と発達診断」 
滋賀大学 教育学部 准教授 松島明日香さん 

12:00           
    休憩  
13:00  

 
 

  ゼミⅡ 「二次元可逆操作を獲得していく過程の発達相談事例」 
社会福祉法人桃郷 発達相談員 山本翔太さん 

14:30  
    休憩  
15:00 

 
 

  ゼミⅢ 「障害児通所支援の様相～令和6年度報酬改定と児童福祉法の改正等から～」 
立命館大学 産業社会学部 教授 田村和宏さん 

16:30 
 
 
 

11月3日（日）  
10:30  
 
 
 

 ゼミⅣ 「４歳児の集団における自我の育ちについて」 
鳥取大学 地域学部 教授 寺川志奈子さん 

12:00  
    休憩  
13:00   
 

 
ゼミⅤ  「成人期における二次元可逆操作と発達保障」 

滋賀大学 教育学部 教授 白石恵理子さん 
 

 
14:30  
閉会  

※当日視聴できなかった場合、録画視聴もできます（11月９日から 11月 24日を予定） 
  
 



講義内容  
 

ゼミⅠ 「４歳頃の発達的特徴と発達診断」 
  このゼミでは、今回のセミナーのテーマに関わって、4歳頃の発達の特徴と発達診断の方法に
ついて学びます。 
４歳頃は「可逆操作の高次化における階層-段階理論」において「２次元可逆操作期」に位置し

ます。この時期は、２つの事柄を調整したり、まとめ上げたりするような活動を様々な側面にお
いて獲得していきます。ゼミでは、より詳しくこの時期の特徴についてお話しいただきます。ま
た、前の発達段階とのつながりや、２次元可逆操作を充実させていくことによって、その後の発
達の姿にどのように結びついていくのかを考えます。さらに、この時期の特徴から見えてくる葛
藤や、発達診断の方法についてご説明いただきます。 

 

ゼミⅡ 二次元可逆操作を獲得していく過程の発達相談事例 
このゼミでは、2次元可逆操作を獲得していく過程について、発達診断場面や生活での姿の変

化をどのように読みとっていくのか、事例を通して学びます。 
 
ゼミⅢ 障害児通所支援の様相～令和 6年度報酬改定と児童福祉法の改正等から～ 

このゼミでは、障害児通所支援制度（児童発達支援、放課後等デイサービス等）から学びます。 
令和６年４月、障害児通所給付費の報酬改定が行われました。この報酬改定に合わせて、障害

児通所支援関連のガイドライン・手引きも 7月に出されています。心理専門職・支援者という子
どもたちの発達の権利をゆたかにする担い手として、これらの見直し等が単にお金の話だけで
はなく、何をねらいとしているのか読み解く力とその視点を身に付けたいと思います。 

 

ゼミⅣ ４歳児の集団における自我の育ちについて 
このゼミでは、４歳児に焦点をあて、仲間集団の中での自我の育ちについて学びます。 
「できた！」という実感を積み重ね、核となる自分を築いてきた子どもたちは、４歳頃から友

だちや仲間を意識し始めます。“あんな風になりたい”という憧れを持ち、自分でやってみようと
しますが、できなかったらどうしようと葛藤を抱く時期でもあります。また、４歳頃から相手に
「心」があることも意識し始め、相手の主張を理解した上で自分の主張を調整しようとします。
一人ひとりの揺れを受け止め、集団としての育ちを支えていくことについて、研究の視点からお
話いただきます。 

 

ゼミⅤ 成人期における２次元可逆操作と発達保障 
このゼミでは労働や生活の姿から、発達的には 4歳頃にある成人期の方にとっての集団の意義

や自律、発達保障の課題を学びます。 
2次元可逆操作を獲得した成人期の方々は、労働集団や自治集団の中で、労働への誇りや喜び、

要求を素直に表現し、「みんなでがんばろう」と他者を励ます中心的存在となります。生活場面
では周囲からの支援を受けつつも、「自分のことは自分でしたい」と意思を表出し、仲間と一緒
に余暇を楽しみます。 
生活年齢を積み重ねてきたからこそ生じる揺れや、仲間たちとの関係の中で本人らしく過ごし

ていく様子について、事例を交えてお話ししていただきます。 



オンラインで受講される方へ                                     
 
・受講はWi-fiの環境をおすすめします。 
・ZOOM（オンライン会議システム）のアプリを事前にインストールしておいてください。 
・スマートフォン・タブレット・パソコンの ZOOMアプリをご使用の方は、アプリの最新版に 
アップデートしておいてください。 

・ZOOMの基本的な使い方は、人間発達研究所のホームページから「ZOOM利用マニュアル」を 
ダウンロードしてご確認ください。 

・接続テストをご希望の場合 10月 19日（土）18時半より 15分間 ※日程が厳しい場合ご相談ください 
 
会場で受講される方へ                                   
 
・会場（コラボしが 21）へは、なるべく公共交通機関を 
ご利用ください。 
京阪電鉄「石場」駅より徒歩約３分 

 JR琵琶湖線（JR東海道本線）「膳所」駅より徒歩 
約 15分 

・お車で来られる方 
会場の駐車場は入居団体用で、使えません。 
近隣の駐車場をご利用ください（有料）。 
 

申込について                                        
 
申し込み方法は２通り 
① インターネットからの申し込み 

右の QRコードか、研究所のホームページからお申し込みください。 
 折り返し確認メールが届かない場合は、ご連絡ください。  

 
② 払込取扱票（ゆうちょ銀行）の場合 
・郵便局に備え付けの払込取扱票に、氏名・生年月日・メールアドレス 
住所（自宅か職場を明記）・所属名を記入の上、ご送金ください。 
 

  ●払込手数料はご負担ください。 
●受講に使うメールアドレスをご記入ください。 
●@zoom.us と @eventpay.comからのメールを受信可能にしておいてください。 
●会場参加の方にも録画視聴の案内をしますので、メールアドレスをご記入ください。 
●職場から複数人での参加や公費でお申し込みの場合は、メールや FAX等でご連絡ください。 

必要事項（氏名・生年月日・メールアドレス・所属名・テキスト送付先住所） 
●受講料の現金書留での送金や、申込用紙を利用しての会費の払い込みはできません。 

  ●テキストは事前に全員に郵送します（10月 24日発送予定）。 
   

申し込み締め切り  10月 18日（金） 期日前でも定員になりますと締め切ります。 
出張で参加される方はゆとりを持ってお申し込みください。 

キャンセル 
・FAX・メールで研究所までご連絡ください。必ずキャンセル受付の返信をご確認下さい。 
  10月 23日（木）まで 全額をお返しします。 
  10月 24日（金）以降 申し訳ありませんが返金できません。 
 
同時入会もお待ちしています（年会費 5,000円、25歳以下 2,000円） 
・同時入会で会員として受講できます。会報紙や研究紀要をお届けします。       

入会申込サイト 

セミナー申し込みサイト 

 


